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特特 集集

「経営分析の基本⑬ ・・・安全性分析のケーススタディ

本誌では、「経営分析の基本（数字から会社の状況を把握しよう！）」というテーマを特集していま

す。

前回まで、「安全性分析」についての解説を行ってきました。

今回は、具体的なケースを使って、これまでの復習をして行きます。

トヨタ自動車と三菱自動車工業の安全性分析

下表は、トヨタ自動車と三菱自動車工業の「平成２４年３月期」と「平成２５年３月期」の貸借対照

表です。
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  ＜貸借対照表＞                       単位：百万円

まずは、以下のフォーマットに従って、各指標の比率を計算してみましょう。

結果は、以下の通りです。

＜分析結果＞
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本誌２０７号に掲載した「経済性分析のケーススタディ」では、「時系列比較」と「特定比較」

についてコメントしました。

「時系列比較」は、「過去の数字との比較」のこと。

そして、「特定比較」は、特定の「ライバルとの比較」のことです。

安全性についても、「時系列」で見ることは大事です。

しかし、「特定比較」は不要です。

ライバルと比較して、倒産の可能性が高いか低いか競ってみても意味がありませんから。

それより大事な比較は「標準比較」。

前回まで、それぞれの指標を評価する際の「目安」を示しましたが、それとの比較をしてみましょう。

ちなみに、それぞれの指標の目安は以下の通りです。

前回の「経済性分析」の際にも、「比較評価表」を作成しました。

今回も同様に作ってみましょう。

上表の記号の意味ですが、「時系列比較」については、以下のような見方をしてます。

◎：非常に良くなっている ○：良くなっている △：変わらない ×：悪くなっている

××：非常に悪くなっている

「標準比較」は、以下の通りです。

◎：理想水準 ○：良好水準 ×：不良
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コメントしてみよう！

それでは、それぞれの会社についてコメントしてみましょう。

＜トヨタ自動車＞

「時系列比較」については、すべての項目が「○」であり、前年度と比べて、安全性は高まっている

と評価できます。

短期的な視点（流動比率、当座比率）に関しては、「流動資産」は減少していますが、それ以上に「流動

負債」の減少が効いています。

特に、「短期借入金」が半分以下になっています。

長期的な視点（固定比率、固定長期適合比率）に関しても良くなっています。

「投資その他の資産」の増加により「固定資産」は大きくなっていますが、それ以上に「純資産」が増

加しています。

利益をしっかり稼ぎ、利益剰余金として蓄積できています。

また、その結果として、「自己資本比率」も良化しています。

「標準比較」についても、問題ありません。

さすが「トヨタ」という感じ。

特に、「自己資本比率」が６６．３％と非常に高いことが特筆されます。

＜三菱自動車工業＞

「時系列比較」については、まずは、短期的な視点が悪化しています。

トヨタとは逆に、「短期借入金」が倍増していることが、その主因です。

長期的な視点についてですが、、投資を抑え、「固定資産」を減少させる一方で「純資産」を増やして

いるので、「固定比率」は大幅に改善しています。

「固定長期適合比率」は逆に悪化していますが、これは「長期借入金」の減少が効いているからです。

ちなみに、「長期借入金」の減少は返済ではなく、長期借入金の中の当期返済分が「短期借入金（正確に

は、１年以内に返済する長期借入金）」に振り替えられたことによります。

「自己資本比率」については、やや改善しています。

「標準比較」については、全て「×」ですので厳しい評価になります。

特に低いのが「自己資本比率」。

上述の通り、改善はしているものの１７．３％と低水準です。

この理由は、全て、「その他（利益剰余金等）」にあります。

見ての通り、２５年３月の時点でも、まだ５，０００億円近い累積損失なのです。

平成１２年（２０００年）、三菱自動車工業の「リコール隠し」が社会問題になりました。

信頼を失った当社の販売台数は激減し、大幅な赤字に転落しました。

そして、平成１６年（２００４年）には、更なる「リコール隠し」が発覚。

三菱ブランドは完全に地に堕ちました。

普通の会社であれば、その時点で、当然倒産です。

しかし、そこが「三菱グループ」の底力。

三菱重工、三菱商事等々がスポンサーになり増資を実施し、なんとか、債務超過を回避しました。
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トヨタ自動車と三菱自動車工業の「資本金」を比較してください。

トヨタの約４，０００億円に対して、三菱は約６，５００億円と１．５倍以上。

ちなみに、売上高は逆に、トヨタの方が約７倍大きいです。

三菱の資本金がどれだけ多額なのか、お分かりになるでしょう。

今の三菱は、まさに健康体に戻る途中です。

累積損失をこれ以上増やさないために必死になって努力をしています。

２５年３月期は、売上高が減少しましたが、経常利益は大幅に増えています。

臨時社員の削減による原価低減や、子会社・関連会社からの配当を中心とした営業外収益で、何とか利

益を創出しました。

こうした施策は限界があります。

「しっかり売上を増やして利益を出す」という本来の姿に戻ることが急務です。


